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 出席者は記載者が○をつける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名する事。

＜連絡事項＞

· 本日メモリアルホールにて１７時３０より院内研修がありますので、出席のほうお願いします。

＜内科診察＞

· 山内トシエ様～両足背に浮腫みられる為、臨時薬継続処方となっています。

· 南市三郎様～3月25日からの発熱時の予測指示、継続処方となっています。

· 大嶋定美様～肺炎の為臨時薬処方となっています。発熱の有無について、食事中のむせ込み　　　　　　　　の有無について観察していきましょう。

· 若松高様～鼻汁ある為臨時薬処方となっています。

· 板垣富蔵様～発熱みられない為、臨時薬飲み切り止めとなっています。

＜ＣＷより＞

· 日勤帯で食事摂取量、自立者の排泄回数の記録が未記入の時があるので、退勤する前に一通り記録されているか確認をしてから退勤するよう心掛けましょう。

· 最近汚物庫に便のついたパンツがそのまま放置されていることが多く見受けられます。｢後で洗おう｣と考えておいたのかもしれませんが、出来たらその都度少し洗ってしまいしまょう。もし人員が少ない時間帯である時などは、次の勤務者へ申し送りして行きましょう。

＜退院療養計画書＞

　村井　愛子様

	本人の意向と治療意思（看護）
	退院後は外来通院を定期的に家族の協力を得て行っていく。

	家族の意向と受け入れ態勢（看護・SW）

	退院後は一旦、根城のいとこの自宅へ行き、その後名川の自宅へ戻り、息子様と住む予定となっていますが、糖尿病がある為日中一人でいる時に間食してしまう可能性がある、家にいると何もしないという事を気にされておりデイケアサービス等を進めていきます。

	医師の治療方針
	糖尿病があり日中一人で自宅にいると間食してしまう可能性がある為、訪問看護・デイケアサアービスの使用を進めていきます。


	日常生活レベルでの援助の必要性（看護・OT・心理）
	ＡＤＬは自立しています。

新しい事を始める時などの説明については、不明な点があると気になっている様子で何度も確認に来られる事がある為、具体的に分かりやすく説明する必要があります。

	社会生活上の問題点（看護・SW）

	困難な場面に直面すると、自分の中で観念付けて理解していく事があり、その事が妄想的になりやすい為、説明等を行う際は分りやすく、具体的に行っていく事が必要と思われます。

	服薬の認識（看護・薬局）
	本人：自分で今飲んでいるように飲みますと話されています｡

	　
	家族：息子様にも薬の管理の協力体制が出来ています。

	期待されるゴール
	社会資源を活用し自宅療養できる。

	今後必要とされるリハビリテーション
	洋裁を得意・自分の誇りとしている為趣味として行っていける。


	


